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図１.外気エンタルピー―外調機熱量
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当
社
の

「
メ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

」
の
活
用
に

よ
り

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
つ
・
ど
こ
で
・
何
が
・
ど

れ
だ
け
消
費
し
て
い
る
か

「
見
え
る

」
よ
う
に
な

り

、
デ
ー
タ
ー
を

「
読
む

」
と
様
々
な
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す

。

 
一
例
と
し
て
当
社
ビ
ル
の
デ
ー
タ
ー
で
ご
説
明
し

ま
す

。

 
ま
ず
日
デ
ー
タ
ー
か
ら
分
か
る
こ
と

（
グ
ラ
フ
①

参
照

）

※
時
間
毎
消
費
量
よ
り
時
間
外
の
空
調
機
運
転
状
況

な
ど
が
分
か
り
ま
す

。
ま
た

、
夜
間
の
消
し
忘
れ
な

ど
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
把
握
で
き
ま
す

。

 
月
デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
こ
と

（
グ
ラ
フ
②
参
照

）

※
日
別
消
費
量
の
推
移
か
ら
休
日
の
待
機
電
力
の
多

さ
が
分
か
り
ま
す

、
一
日
で
約
7
0
0
k
W
h
消
費

し
て
い
る
事
は
驚
き
で
す

。

 
こ
れ
は
サ
ー
バ
ー
本
体
や
サ
ー
バ
ー
室
の
空
調
で

消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す

。

 
月
デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
こ
と

（
グ
ラ
フ
③
参
照

）

※
月
別
消
費
量
を
過
去
年
と
比
較
す
る
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
い
方
の
変
化

、
気
候
な
ど
外
部
条
件
の
影

響
の
現
れ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

 
年
デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
こ
と

（
グ
ラ
フ
④
参
照

）

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
を
用
途
別
に
把
握
で
き

、
類

似
の
建
物
と
の
比
較
に
よ
り

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

過
多
部
分
が
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す

。

「
メ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

」
導
入
で
分
か
る
こ
と
！

　
山
口
社
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り

、

「
大
成
温
調
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
と
見
え
る
化

」
、

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
の
紹
介

」
「
省
エ
ネ
メ
ー
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス

」
に
つ
い
て
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

紹
介
を
行
い

、
最
後
に
吉
野
環
境
事
業
本
部
長
に

よ
る
閉
会
の
挨
拶
に
て
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し

た

。

 
省
エ
ネ
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
と
は

、
竣
工
当
時
に
実
施
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
空
調
機
器

、
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
各
種
調
整
を

、
ビ
ル
の
実
情
に
あ

っ
た
シ
ス
テ
ム
の
運
用
見
直
し
を
含
む
調

整
に
直
す
こ
と
で

、
運
用
上
で
出
来
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
手
法
の
こ
と
で
す

。
比
較
的
費
用
負
担

を
少
な
く
し
て
省
エ
ネ
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
省
エ
ネ
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
は
設
備
専

門
業
の
大
成
温
調
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
 
図
２
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
割
合
を
示
し
ま
す

。

（
参
考

）
空
調
設
備
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
建
物
全
体
の
４
０
％
以
上
を
占
め

て
い
ま
す

。

 
８
月
６
日
に
大
成
温
調

ビ
ル
７
階
会
議
室
に
お
い

て

、
当
社
環
境
事
業
本
部

及
び
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
で

、
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
見
え
る
化

」
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た

。

 
当
日
は
う
だ
る
様
な
暑

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
３

５
社
５
４
名
の
方
々
に
出

席
し
て
頂
き

、
そ
の
関
心

の
高
さ
を
伺
い
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た

。

「
見
え
る
化

」

 
 
 
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 
環
境
事
業
本
部
及
び
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
ー
は

、

エ
ネ
ル
ギ
ー

「
見
え
る
化

」
と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し

、
多
く
の
参
加
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た

。

【グラフ①】

【グラフ②】

【グラフ③】

【グラフ④】

 

「
見
え
る
化

」
導
入
に
よ
り

、
省
エ
ネ
意
識
が

高
ま
り

、
ど
こ
を
省
エ
ネ
す
る
の
か
が
分
か
る

、

省
エ
ネ
ツ
ー
ル
と
し
て

、
お
役
立
て
頂
け
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す

。

図２　オフィスビルにおけるエネルギー消費割合

実施例

実施建物 地上７階、延べ床面積≒3300㎡ 

実施期間 2ヶ月（H20.2～H20.3）

実施内容 外気導入量を 1800m3／h(18%)削減

熱　量：平均28％削減

電力量：平均12％削減 

削減金額≒57500 円 

省エネ効果 

省エネチューニング項目の代表例

項目 内容

外気量の削減

外気冷房

冷水出口温度設定の変更

温水出口温度設定の変更

燃焼機空気比調整

ポンプ水量の適正化

送風量の変更

負荷の低減

機器の効率運転

搬送動力の低減　　 出展：省エネルギーセンター「オフィスビルの省エネルギー」

　
図
１
に
暖
房
期
間
中
の
チ

ュ
ー
ニ
ン

グ
の
前
後
に
お
け
る
外
気
処
理
機
熱
量

の
変
化
を

、
示
し
ま
す

。
外
気
温
度

（
エ
ン
タ
ル
ピ
ー

）
が
低
い
ほ
ど
熱
量

の
削
減
が
大
き
い
の
が
わ
か
り
ま
す

。

平
均
し
て
２
０
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

を
達
成
し
て
い
ま
す

。
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編
集
後
記

出
典
：
日
本
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
合
管
理
技
術
協
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
見
え
る
化

」

TAISEI ONCHO  “GREEN WIND”
第
三
回

「
見
え
る
化

」
導
入
の

　
　
　
　
　
メ
リ

ッ
ト

、
デ
メ
リ

ッ
ト

「
見
え
る
化

｣

を
導
入
す
る
た
め
に
は

、
新
築

時
は
計
測
装
置
の
設
置
費
用
の
コ
ス
ト
ア

ッ

プ

、
既
存
建
築
物
で
は
計
測
シ
ス
テ
ム
に
あ

っ

た
系
統
分
離
と
計
測
機
器
設
置
・
シ
ス
テ
ム
の

導
入
費
用
な
ど
が
大
き
な
デ
メ
リ

ッ
ト
に
な

っ

て
い
る

。

　
し
か
し
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
正
な
管
理
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
よ
る
無
駄
の
排
除

、
使

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
等
ビ
ル
の
運
営
管
理
を

行
う
上
に
お
い
て
相
当
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る

。

(

１)

メ
リ

ッ
ト

①
電
力
・
ガ
ス
・
水
・
油
な
ど
の
消
費
傾
向
が

明
確
に
な
る

。

　
・
電
力
・
ガ
ス
・
水
・
油
な
ど
の
消
費
の
傾

向
が
明
確
に
な
れ
ば

、
最
大
需
要
電
力
の
設
定

を
ビ
ル
側
で
把
握
し
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り

、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
と
の
契
約
電
力
の
見
直

し
変
更
や

、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
な
ど

の
取
り
組
み
が
可
能
と
な
る

。

 
例
え
ば

、
最
大
需
要
電
力(

デ
マ
ン
ド

メ
ー
タ
ー
の
値)
を
毎
月
計
測
し
ど
の
時
期

に

、
ど
の
位
最
大
電
力
が
発
生
し
て
い
る
か

見
え
て
く
れ
ば

、
そ
の
最
大
値
を
低
下
さ
せ

る
た
め
の
電
力
調
整
を
運
用
に
て
行
う
事
に

よ
り
契
約
電
力
を
低
減
す
る
事
が
可
能
で
あ

る

。
こ
れ
は
水

、
ガ
ス
な
ど
に
お
い
て
も
同

じ
で
あ
る

。

・
今
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た
電
力
量
・
ガ

ス
・
水
・
油
な
ど
消
費
の
傾
向
を

「
見
え
る

化

」
す
る
こ
と
で

、
季
節
毎
や
月
単
位
・
日

単
位
・
時
間
単
位
の
傾
向
が
把
握
で
き
効
果

的
な
運
転
管
理

、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
可

能
と
な
る

②
建
築
物
全
体
の
管
理
状
況
が
デ
ー
タ
よ
り

正
確
に
把
握
で
き
る

。

　
ビ
ル
全
体

、
専
用
・
共
用
部
分

、
テ
ナ
ン

ト
部
分
な
ど
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
デ
ー
タ

が
分
か
り
運
転
管
理
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
管
理
業
務
の
質
の
改
善
・
向
上
に
活

用
で
き
る

。

③
部
署
ご
と
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
明
確
に

な
る

。

　
こ
れ
ら
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
グ
ラ
フ

化
し
て
解
析
す
れ
ば

、
ど
の
場
所
で
ム
ダ
使

い
し
て
い
る
か
が
明
確
に
な
り

、
改
善
が
必

要
な
部
署
が
把
握
で
き
る

。

　
当
社
の
診
断
実
績
十
年

の
資
料
デ
ー
タ
か
ら
予
測

し

、
設
備
の
不
具
合
の
発

生
し
や
す
い
箇
所
の
選
定

を
行
い

、
適
切
な
診
断
機

器
を
使
用
し
て

、
よ
り
精

度
の
高
い
診
断
を
行

っ
て

い
ま
す

。

　
当
社
の
設
備
診
断
は

、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
そ

っ

た
診
断
メ
ニ

ュ
ー
を
作

成
・
選
択
し

、
信
頼
性
の

高
い
診
断
技
術
で

、
効
率

的
に
診
断
を
行
い

、

①
現
状
の
ま
ま
で

、
今
後

と
も
継
続
使
用
が
可
能
な

の
か

（
長
寿
命
化

）

大
成
温
調
の
設
備
診
断
紹
介

【
お
問
い
合
わ
せ
先

】

温
調
エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

電
話
０
３
・
３
７
７
４
・
１
１
２
２

担
当
者
　
山
田
・
山
崎

　

 

《
ジ
メ
ジ
メ
感

》
を
改
善
し
よ
う
と
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
下
げ
る
と

、
吹
出
し
温
度
が
下
が
り
す
ぎ
て
寒
く
感
じ
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。
 

「
日
立
爽
快
除
湿

」
な
ら
選
択
可
能

、

季
節
・
好
み
に
応
じ
た
冷
房
が
可
能
に
な
り
ま
す

。
快
適
な
冷

房
を
お
望
み
な
ら

「
日
立
爽
快
除
湿

」
の
ご
提
案
は
如
何
で

し
ょ
う
か

。

日
立
爽
快
除
湿
！

　
一
歩
先
を
行
く
空
調
の
ご
提
案

④
空
調
の
稼
働
状
況
が
明
確
に
な
る

。

　
空
調
機
器
の
動
作

、
冷
温
水
の
流
量
把
握
や

、

運
転
時
間
の
把
握
な
ど
に
よ
り
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
グ
ラ
フ
化
し
て
解
析
す
る
事
で

、
季
節
別

、

時
間
帯
別

、
在
室
人
数
な
ど
に
応
じ
て
外
気
冷
房

の
導
入
や
そ
の
他
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
改

善
に
活
用
で
き
る

。

⑤
テ
ナ
ン
ト
へ
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

。

⑥
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
活
用
で
き

、
所
轄

経
済
産
業
局
へ
の
資
料
作
成
が
行
な
い
易
い

。

⑦
ビ
ル
の
付
加
価
値
が
高
く
な
る

。

(

２)

デ
メ
リ

ッ
ト

①
導
入
コ
ス
ト
が
掛
か
る

。

②
既
存
ビ
ル
で
の
改
修
コ
ス
ト
が
オ
ー
ナ
ー
へ
の

負
担
と
な
る

。

③
計
測
機
器
の
設
置
に
よ
り

、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

把
握
箇
所
が
多
く
な
り
管
理
者
の
負
担
が
増
え

る

。

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
析
力
が
あ
る
管
理
者
が
必
要

と
な
り
多
少
管
理
費
が
増
大
す
る

。

④
オ
ー
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
本
当
に
必
要
な
も
の

か

。

冷
し
過
ぎ
ず
に
し

っ
か
り
除
湿

　
今
の
エ
ア
コ
ン
は
快
適
で
し
ょ
う
か
？

（
お
店
で
・
オ
フ
ィ
ス
で
・
老
人
ホ
ー
ム
・
・
・
で

）

②
現
時
点
で
何
ら
か
の
修
理
・
修
繕
の
手
当
て
が

必
要
な
の
か

（
緊
急
性
・
重
要
性

）

③
設
備
全
体
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
・
更
新
が
必
要
な

の
か
を
項
目
別
に
評
価
い
た
し
ま
す

。

　
快
適
な
設
備
環
境
の
維
持
・
改
善
を
行
い

｢

人

に
優
し
い
設
備
環
境
の
提
供

｣

と

｢

建
物
の
資
産

価
値
を
高
め
る
提
案

｣

を
い
た
し
ま
す

。

①
物
理
的
劣
化
と
は

　
使
用
年
数
が
経
ち

、
設
備

が
損
耗
し
て

、
初
期
に
有
し

て
い
た
性
能
が
劣
化
し
て
い

く
こ
と
を
い
い
ま
す

。

　
物
理
的
劣
化
は

、
設
備
の

材
料
的
劣
化
が
原
因
で

、
設

備
の
安
全
性

、
信
頼
性
を
失

わ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す

。

②
社
会
的
劣
化
と
は

　
社
会
環
境
の
変
化

、
建
物

の
用
途
変
更
で

、
従
来
の
設

備
が
古
く
な
り

、
快
適
性
や

利
便
性
が
利
用
者
の
満
足
の

い
か
な
い
状
態
と
な
る
こ
と

を
い
い
ま
す

。

▼
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
で
冷
房
が
フ
ル
稼
働
で
は

な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す

。

そ
ん
な
中
で
も

、
こ
ま
め
な

室
温
調
整
な
ど
の
対
応
を
強

い
ら
れ
た
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か

。
来
年
以
降
も
こ

の
様
な
猛
暑
に
さ
ら
さ
れ
る

と
思
う
と
高
効
率
冷
房
機
器

の
導
入
に
よ
る
省
エ
ネ
は
重

要
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
夏

で
し
た

。

▼
今
号
は
当
社
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
見
え
る
化
の
商
品
で
あ

る

「
省
エ
ネ
メ
ー
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

」
を
紹
介
し
ま
し

た

。

「
見
え
る
化
は
省
エ
ネ

へ
の
第
一
歩
で
あ
る

」
を
合

言
葉
に
見
え
る
化
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す

。
皆
様
に
是
非
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま

す

。

▼
都
内
の
中
小
規
模
事
業
者

に
対
し

「
中
小
規
模
事
業
所

省
エ
ネ
促
進
・
ク
レ
ジ

ッ
ト

創
出
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

」
の
第

二
回
公
募
は
十
一
月
頃
の
予

定
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

、

早
め
に
申
請
準
備
を
お
考
え

く
だ
さ
い

。

　
　
　
　
環
境
事
業
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
利
幸

　
設
備
診
断
は

、
建
築
ス
ト

ッ
ク
の
資
産
価
値
を
高
め
る
た
め
の
第
一
歩
で
す

。

　
建
築
設
備
は
使
用
を
開
始
し
て
か
ら

、
一
定
の
年
数
を
経
過
す
る
と
様
々
な
不
具
合
が
起
き

は
じ
め
ま
す

。
　
こ
の
不
具
合
は

｢

経
年
劣
化

｣

と
い
わ
れ

、｢

物
理
的
劣
化

｣

と

｢

社
会
的

劣
化

｣
の
概
念
を
含
ん
で
い
ま
す

。
診断風景

　
ま
た

、
法
規
制
が
変
わ

り

、
設
備
の
不
適
格
な
部
分

が
現
れ
る
事
や

、
設
備
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
が
社
会

的
要
求
に
合
わ
な
く
な

っ
た

状
態

。

　
そ
の
結
果

、
建
物
の
陳
腐

化
が
進
み

、
建
物
の
資
産
価

値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
繋

が

っ
て
い
き
ま
す

。

　
設
備
診
断
に
あ
た

っ
て

は

、
設
備
全
体
を
診
断
す
る

事
は
物
理
的
に
不
可
能
な
点

が
多
い
た
め
い
く
つ
か
の
サ

ン
プ
リ
ン
グ
箇
所
を
特
定
し

て

、
診
断
を
行
い
ま
す

。


